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中
国
の
名
山
の
中
に
は
仏
教
と
深
い
関
係
が
あ
る
山
が
多
い
。
そ
の
山
を
開
い
た
と
さ
れ
る
缶
説
上
の
菩
震
に
よ
っ
て
そ
の
山
は

霊
山
、
聖
地
と
な
る
。
た
と
え
ば
迦
葉
尊
者
の
薙
足
託
、
普
賢
菩
瑳
の
磯
田
租
山
、
文
殊
菩
薩
の
五
台
山
、
観
音
菩
譲
の
普
陀
山
、
地

蔵
菩
薩
の
九
華
山
な
ど
は
菩
薩
と
の
関
係
に
よ
っ
て
そ
の
山
が
仏
教
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
達
摩
の
嵩
由
、
慧
遠
の
麗
山
、

慧
龍
の
曹
渓
山
、
密
雲
の
天
童
山
な
ど
は
現
実
に
活
躍
し
た
仏
教
者
に
よ
っ
て
山
が
関
か
れ
、
仏
教
聖
地
と
し
て
栄
え
た
の
で
あ
る
。

き
ん
れ
い

中
国
の
茜
南
部
、
貴
州
省
に
も
ま
た
仏
教
聖
地
と
い
わ
れ
る
名
山
が
あ
る
。
そ
れ
は
緊
霊
山
、
金
鼎
山
、
党
浄
山
で
あ
る
。
本
稿

で
は
こ
の
中
の
斡
霊
山
を
と
り
お
げ
て
、
論
述
し
た
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
ま
ず
最
初
に
貴
州
の
仏
教
聖
地
・
禁
霊
山
の
概
況
に
つ
い
て
述
べ
、
つ
い
で
緊
霊
山
弘
福
寺
の
現
況
と
霊
史
を
明
ら
か

に
し
、
次
に
弘
福
寺
関
山
の
赤
松
和
尚
の
伝
記
と
思
想
を
述
べ
、
最
後
に
緊
南
の
禅
宗
の
状
況
を
一
不
す
唯
一
つ
の
資
料
で
あ
る
「
緊

南
会
澄
録
」
に
現
わ
れ
た
貴
州
の
禅
者
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
患
う
。

貴
州
の
仏
教
聖
地
・
禁
霊
山

貴
陽
市
の
吾
北
、
市
街
区
か
ら
一
・
五
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
の
が
緊
南
第
一
山
と
い
わ
れ
る
緊
霊
山
で
あ
る
。
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緊
霊
山
叶
)
は
象
王
嶺
、
壇
山
、
獅
子
岩
、
白
象
山
、
杖
鉢
峰
、
大
羅
嶺
、
関
万
岩
な
ど
の
群
山
よ
り
な
っ
て
い
る
c

山
上
に
は
古
樹
が
多
く
四
季
を
通
じ
て
緑
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
山
中
に
は
一
、
五

O
O
種
の
植
物
や
、

種
以
上
の
薬
材
が
産
出
す
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
五
O
種
以
上
の
鳥
類
、
猪
猿
が
群
壊
し
て
い
る
と
い
う
。
風
光
明
娼
と
相
侯
っ
て
現

在
で
は
貴
州
省
唯
一
の
大
型
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

登
山
道
路
は
畠
り
く
ね
っ
て
弘
福
寺
の
入
口
に
達
し
て
い
る
が
、
途
中
に
は
奇
岩
怪
石
が
多
く
、
珍
ら
し
い
古
木
が
見
ち
れ
る
c

山
頂
近
く
に
は
清
の
康
照
十
一
年
(
一
六
七
二
)
に
創
建
さ
れ
た
弘
福
寺
が
あ
る
。

斡
霊
山
の
背
後
に
は
漏
勺
泉
、
百
盈
泉
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
霊
泉
が
あ
る
。
山
の
前
面
に
は
顛
麟
潟
、
古
仏
洞
、
洗
鉢
池
な
ど
の

古
遮
が
多
い
。
山
の
麓
に
は
現
在
、
遊
覧
地
と
な
っ
て
い
る
緊
霊
海
が
あ
る
。

斡
霊
山
辻
景
勝
の
山
で
あ
っ
た
た
め
、
清
代
の
文
人
た
ち
は
こ
の
緊
霊
山
の
石
壁
上
に
「
緊
霊
勝
景
」
「
第
一
山
」
「
緊
南
第
一
叢

林
」
「
緊
南
第
一
山
」
「
臨
問
中
第
一
山
」
な
ど
の
文
字
を
刻
し
た
の
で
あ
る
。

緊
霊
山
の
勝
跡
に
つ
い
て
は
『
緊
霊
山
志
」
巻
二
の
「
勝
概
」
の
附
図
、
出
水
の
条
を
見
れ
ば
よ
い
。

霊
山
秀
水
は
南
海
の
普
詑
山
、
山
右
の
五
台
出
、
萄
中
の
蛾
眉
山
、
青
陽
の
九
蓮
出
(
九
華
山
)
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
山
は
聖
蹟
、

聖
地
と
称
す
る
に
倍
す
る
と
い
う
。
緊
霊
山
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

一、

0
0
0

彼
の
緊
霊
は
、
議
然
と
し
て
諜
出
し
、
塵
表
を
秀
絶
す
。
悉
く
富
来
の
大
意
を
豆
一
〈
し
、
宜
し
く
抽
出
御
の
為
に
供
奉
す
べ
し
。
山
水
喪
帯
し
、
勝

境
を
徴
す
る
に
足
弱
。

緊
霊
山
は
西
来
の
大
意
、
す
な
わ
ち
禅
宗
に
よ
っ
て
栄
え
た
勝
境
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
斡
霊
山
か
ら
仏
教

と
の
国
縁
を
取
れ
ソ
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
「
緊
霊
山
志
』
の
記
述
に
よ
っ
て
往
時
の
略
的
霊
山
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

緊
霊
山
は
貴
陽
域
の
西
北
三
里
余
り
の
と
こ
ろ
に
位
量
す
る
。
杖
鉢
峰
が
西
に
吃
立
し
、
そ
の
峯
を
廼
る
と
、
谷
水
の
譲
々
と
し



て
山
の
麓
を
繰
る
音
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
谷
川
は
檀
山
清
水
と
呼
ば
れ
る
。
西
蓮
蜂
が
露
関
し
雲
際
に
直
入
し
て
い
る
の

が
緊
霊
山
で
あ
る
と
い
う
。

群
峰
、
剣
の
如
く
輪
壁
を
な
し
、
通
道
は
子
廻
し
て
登
ら
な
け
れ
認
な
ら
な
い
G

山
の
入
口
に
楊
柳
泉
と
い
う
清
到
な
泉
が
湧
き

出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
進
む
と
天
生
石
橋
が
あ
る
。
あ
た
り
は
翠
竹
が
繁
茂
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
金
碧
輝
憧
た
る
殿
関
が
弘
福
寺

で
あ
る
。

寺
の
北
に
薪
を
と
る
樵
夫
が
通
れ
る
小
径
が
あ
り
、
娼
火
は
稀
に
し
か
な
く
、
薙
犬
の
鳴
声
の
み
聞
こ
え
る
大
羅
木
村
が
あ
っ
た

と
い
う
。
村
の
前
に
渓
流
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
天
に
向
っ
て
首
を
も
た
げ
て
い
る
よ
う
な
獅
子
巌
が
あ
る
。
こ
の
獅
子
巌
の
下
に

檀
山
洞
が
あ
り
、
そ
の
下
の
渓
流
が
壇
山
潤
水
な
の
で
あ
る
。

{
玉
塔
蜂
に
続
い
て
い
る
調
子
巌
に
対
峠
し
て
い
る
の
が
象
王
嶺
で
あ
る
。
こ
の
象
王
嶺
に
登
る
と
貴
揚
の
域
癒
を
一
望
で
き
る
と

い、っ。緊
霊
山
に
は
、
中
峰
、
北
紘
降
、
三
台
蜂
、
鉢
孟
山
、
錫
校
総
押
な
ど
の
山
蜂
が
あ
る
。

中
蜂
は
昆
麗
閣
の
背
後
に
あ
る
。
そ
の
や
や
左
に
宝
塔
蜂
が
あ
る
。
中
峰
は
一
山
の
主
峰
で
あ
り
、
長
松
繁
茂
し
、
子
蜂
が
属
医

を
繰
っ
て
い
る
。

北
蜂
は
中
鋒
の
左
に
あ
り
獅
子
巌
と
互
い
に
関
連
が
あ
る
。

三
台
蜂
は
象
王
蜂
の
東
南
に
あ
り
、
こ
の
峰
の
下
に
は
覆
鐘
山
が
あ
る
G

鉢
孟
山
は
獅
子
巌
の
外
側
に
あ
る
出
で
錫
鉢
蜂
と
相
接
し
て
い
る
。

錫
杖
鋒
は
象
王
嶺
の
外
観
に
あ
り
、
鉢
孟
山
と
対
持
し
て
い
る
。

巌
に
は
獅
子
巌
が
あ
る
。
獅
子
巌
は
寺
の
東
北
に
あ
っ
て
獅
子
が
輪
降
伏
し
て
い
る
よ
う
な
状
に
見
え
、
そ
の
中
に
檀
山
濡
が
あ
る
。

蛸
立
し
て
い
る
た
め
登
る
こ
と
誌
で
き
な
い
。
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嶺
に
は
象
王
嶺
と
大
羅
嶺
が
あ
る
。
象
王
嶺
は
寺
の
右
に
あ
り
、
頂
上
に
双
石
が
あ
る
が
、
こ
の
嶺
は
象
の
よ
う
で
あ
る
の
で
象

王
嶺
と
呼
ば
れ
て
、
獅
子
巌
と
相
対
峠
し
て
い
る
。

大
羅
嶺
は
山
の
菌
北
に
十
余
呈
に
わ
た
っ
て
盤
廻
し
て
お
り
、
そ
の
最
高
処
か
ら
、
上
は
清
鎮
を
望
み
、
下
は
竜
里
を
望
む
と
い

わ
れ
、
緊
雲
山
中
の
「
貴
山
富
水
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。

泉
に
は
生
生
泉
と
聖
泉
が
あ
る
。
生
生
泉
は
山
の
左
傍
に
あ
り
、
冬
温
に
し
て
夏
涼
、
清
浩
と
し
て
本
の
音
が
絶
え
る
こ
と
が
な

い
。
寺
の
飲
料
水
は
こ
の
生
生
泉
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
の
泉
の
上
に
は
石
壁
が
扉
の
如
く
乾
立
し
、
そ
の
下
に
地
塘
が
あ
る
。
こ
の

泡
の
水
は
流
れ
出
し
て
濯
説
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

聖
泉
は
議
院
泉
と
も
百
盈
泉
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
聖
泉
に
つ
い
て
、
貴
州
巡
撫
長
白
愛
必
達
撰
の
『
跡
的
南
識
略
」
巻
一
で

十
品
、

漏
的
泉
は
斡
霊
山
の
後
に
在
り
。
其
の
泉
、
童
夜
盈
結
し
、
百
を
以
て
度
と
為
す
、
名
け
て
聖
泉
と
日
う
。
亦
た
百
盈
と
名
く
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
聖
泉
は
山
の
後
、
二
里
ば
か
ち
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
甘
美
な
る
こ
と
他
の
水
と
ま
っ
た
く
異
な
る
と
い

う
。
水
上
に
亭
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

井
に
は
楊
柳
井
が
あ
る
。
寺
の
前
の
入
口
か
ら
三
百
余
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
山
か
ら
渓
流
が
流
れ
て
お
り
、
味
は
甘
美
で
井

の
上
に
榔
樹
が
生
え
て
い
る
。

潤
に
は
壇
山
澗
と
北
澗
が
あ
る
。
壇
山
澗
は
、
獅
子
最
の
下
に
あ
り
、
錫
杖
蜂
、
鉢
孟
蜂
の
下
を
縫
っ
て
省
域
の
百
一
廓
に
達
し
て

い
る
。北
痛
は
大
羅
渓
水
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
愚
嵐
関
の
下
で
居
畠
し
、
山
の
後
で
盤
議
し
て
い
る
。

揮
に
は
翠
竹
竜
置
と
称
す
る
浬
が
寺
の
前
方
二
百
余
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
竹
奮
が
こ
れ
を
覆
っ
て
い
る
。
水
は
清
測
で
あ
る
と

い、っ。



以
上
、
「
緊
霊
山
志
」
の
「
山
水
」
の
条
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
緊
霊
山
の
状
況
を
-
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
明
末
か
ら
清
初
に
か

け
て
の
緊
霊
山
が
景
勝
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
景
勝
地
に
来
山
し
寺
院
を
開
い
た
の
が
赤
松
和
尚
で
あ
っ
た
。

三
、
禁
霊
山
弘
福
寺
の
現
況
と
歴
史

緊
霊
山
弘
福
寺
は
赤
松
和
肖
(
赤
松
道
鎮
、
撞
川
韓
氏
、
二
ハ
三
回
1
7
)
が
創
建
し
た
寺
で
あ
る
。
清
の
康
県
十
一
年
(
一
六

七
二
)
春
、
赤
松
和
尚
は
杖
を
策
し
て
緊
霊
出
に
来
た
。
万
蜂
環
議
し
て
い
る
斡
霊
山
を
見
て
心
か
ら
歓
喜
し
た
。
早
速
入
山
し
て

信
者
の
喜
捨
に
よ
っ
て
草
庵
を
結
び
、
こ
の
寺
を
修
建
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
c

赤
松
和
尚
は
禁
霊
山
の
中
の
杖
鉢
蜂
、
宝
塔
峰
、
象
王
嶺
に
固
ま
れ
た
由
形
の
地
勢
を
見
て
、
そ
の
場
所
を
立
寺
の
と
こ
ろ
と
定

め
た
。
こ
の
地
は
第
四
紀
の
氷
河
期
の
遺
誠
一
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
入
出
以
来
、
六
年
間
を
経
過
し
た
康
照
十
一
年
(
一
六
七
二
)
、

弘
福
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
十
二
年
の
努
力
に
よ
っ
て
究
科
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

(
五
)

弘
福
寺
は
中
軸
隷
上
に
山
門
殿
、
天
王
殿
、
観
立
呂
敷
、
大
雄
宝
殿
、
義
経
楼
が
並
び
、
そ
の
需
舗
に
方
丈
苑
、
尊
客
寮
、
如
意
寮
、

禅
堂
、
雲
水
堂
、
戒
堂
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
常
住
憎
の
多
い
持
は
百
余
名
に
達
し
ま
さ
し
く
貴
州
の
首
剰
の
位
置
を
占
め
た
。

民
居
時
代
に
は
貴
州
仏
教
会
の
所
在
地
で
あ
り
、
民
国
十
八
年
(
一
九
二
九
)
に
は
、
果
瑳
法
師
が
賓
州
仏
学
院
を
創
建
し
た
。

新
中
国
或
立
後
に
は
、
壊
一
法
舗
が
寺
務
を
行
い
、
自
ら
耕
作
し
て
生
活
じ
、
頭
詑
行
を
疹
し
た
。

弘
福
寺
は
建
立
以
来
、
三
百
年
以
上
も
た
つ
が
、
弘
福
寺
の
発
展
の
歴
史
の
上
で
最
大
の
貢
献
者
は
、
現
方
丈
の
慧
海
法
師
で
あ

る
と
い
わ
れ
る
。
彼
は
一
九
八
七
年
、
住
持
と
な
っ
て
か
ら
、
信
信
は
四
散
し
、
殿
宇
は
荒
廃
し
、
山
林
は
荒
れ
果
て
て
い
た
弘
福

寺
を
自
己
の
資
産
な
ど
を
投
げ
う
っ
て
、
殿
堂
を
修
復
し
、
出
向
を
改
建
し
、
新
た
に
義
経
楼
、
五
冠
堂
、
禅
堂
、
方
丈
苑
、
九
竜

浴
仏
石
壁
(
在
離
)
な
ど
を
造
築
し
た
c

蔵
経
楼
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
外
観
が
雄
偉
壮
観
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
内
容
も
充
実
、
そ
の
中
に
は
『
乾
隆
大
蔵
経
」
七
千

費
舟
・
緊
霊
山
の
仏
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(
鎌
田
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二
百
四
十
巻
、
「
中
華
大
蔵
経
」
八
十
巻
、
「
大
正
大
蔵
経
』
八
十
五
巻
、
「
一
房
出
石
経
」
二
十
三
巻
、
「
仏
蔵
輯
要
」
四
十
一
巻
な
ど

が
攻
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
建
造
さ
れ
つ
つ
あ
る
五
百
羅
漢
堂
も
大
工
事
で
あ
る
が
、
こ
の
工
事
が
落
成
す
れ
ば
貴
州
仏
教
界
の
最

高
の
殿
堂
と
な
る
と
い
う
。

慧
海
法
師
は
ま
た
僧
尼
の
人
材
養
成
に
意
を
用
い
、
貴
州
尼
衆
仏
学
院
、
貴
衆
憎
伽
学
院
を
復
興
し
、
十
余
人
の
僧
を
外
地
の
仏

学
院
に
送
っ
て
学
習
さ
せ
た
。
さ
ら
に
貴
州
全
省
の
仏
教
寺
院
の
修
復
に
努
め
四
十
万
元
余
り
も
資
金
を
援
助
し
た
と
い
う
。

現
在
、
弘
福
寺
は
貴
州
省
最
大
の
寺
誌
と
な
り
、
貴
州
省
仏
教
協
会
の
所
在
地
に
な
っ
て
い
る
。
慧
海
法
舗
は
費
州
省
仏
教
協
会

会
長
、
中
国
仏
教
協
会
常
務
理
事
、
貴
州
省
政
協
委
員
、
貴
陽
市
人
大
常
委
、
弘
福
寺
方
丈
の
要
職
に
あ
る
。
弘
福
寺
は
国
務
院
が

公
布
し
た
一
四
二
ケ
所
の
全
国
重
点
寺
観
の
一
つ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

弘
福
寺
の
山
内
の
石
碑
坊
に
は
、
中
国
仏
教
協
会
主
露
で
あ
り
書
法
家
と
し
て
有
名
な
趨
朴
初
会
長
の
「
斡
南
第
一
山
」
の
金
色

の
文
字
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
ま
た
大
雄
宝
殿
に
は
釈
迦
仏
と
十
八
羅
漢
や
弥
鞍
菩
薩
、
観
音
菩
薩
が
記
ら
れ
て
い
る
。

中
央
の
主
建
築
の
左
側
に
は
出
尺
亭
、
画
薦
、
男
池
、
素
金
館
な
ど
が
あ
ち
、
弘
福
寺
の
外
に
は
、
赤
松
和
前
ら
の
塔
群
、
生
生

泉
、
月
明
池
、
木
亭
、
石
亭
、
望
域
台
な
ど
が
あ
る
。

弘
福
寺
の
三
面
は
山
に
固
ま
れ
て
お
り
、
緑
の
樹
木
の
下
に
殿
、
塔
、
亭
、
関
な
ど
が
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
特
に
早
朝
に
は
霧

が
漂
い
、
察
課
瓶
抑
揚
た
る
嵐
景
を
見
せ
て
く
れ
る
。
ま
さ
し
く
弘
福
寺
こ
そ
糞
州
省
の
冠
で
あ
ち
、
貴
州
第
一
の
大
禅
林
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

次
に
「
跡
的
霊
山
志
」
巻
三
の
「
寺
院
」
の
条
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
草
創
期
の
弘
福
寺
の
各
殿
宇
の
状
況
を
述
べ
よ
う
。

仏
殿
辻
督
学
趨
公
な
ど
が
赤
松
和
尚
が
草
庵
を
結
ん
で
い
た
持
、
山
の
高
所
は
狭
い
の
で
寛
平
な
と
こ
ろ
に
仏
殻
を
建
て
る
こ
と

を
師
に
す
す
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
殿
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
後
山
が
崩
れ
て
古
木
の
大
材
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
大
材
に
よ
っ

て
横
揺
、
奥
行
き
十
柱
よ
り
な
る
大
殿
が
完
成
し
た
と
い
う
。



観
音
殿
は
五
関
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
兵
乱
の
最
中
に
諺
理
が
行
わ
れ
、
平
提
軍
曹
公
夫
人
貌
氏
の
私
財
の
寄
進
に
よ
っ
て
完
成

し
た
。経
楼
は
五
間
あ
っ
た
が
、
清
の
康
隈
二
十
三
年
(
一
六
八
三
)
冬
、
冨
家
が
漠
緊
地
方
を
平
定
し
た
時
、
総
観
察
公
、
擬
軍
楊
公

ら
が
入
出
し
て
赤
松
和
詣
を
訪
ね
た
。
察
公
が
和
尚
に
、
こ
の
山
の
叢
林
は
大
へ
ん
良
い
が
、
左
右
の
山
が
太
だ
高
く
、
そ
の
反
面

叢
林
が
あ
ま
与
に
低
す
、
ぎ
る
の
で
、
高
関
を
建
て
た
方
が
良
く
、
わ
れ
ら
が
師
を
共
に
こ
の
功
穂
事
業
を
完
成
さ
せ
た
い
と
言
上
し

た
。
彼
ら
の
資
金
援
助
に
よ
ち
ま
ず
経
楼
が
落
成
し
た
。

経
議
に
は
四
つ
の
経
禽
が
置
か
れ
た
。
な
お
経
楼
下
の
三
間
に
産
が
儲
け
ら
れ
て
法
堂
と
し
て
の
機
龍
が
整
え
ら
れ
、
そ
こ
で
説

法
、
伝
戒
が
行
お
れ
た
。

経
撲
の
高
需
の
下
の
左
右
に
は
扇
援
が
設
け
ら
れ
た
。
霜
楼
は
各
三
間
、
信
徒
の
誤
養
に
よ
っ
て
完
成
し
た
。
上
は
経
楼
に
接
し
、

下
は
中
穀
に
接
し
て
い
る
。

正
殿
の
左
右
の
庸
房
は
各
五
龍
、
赤
松
和
尚
の
頃
に
は
斎
堂
、
客
堂
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
の
廃
房
は
禅
寮
で
あ
り
、
上
は
中

殻
に
接
し
、
下
は
前
殿
に
接
し
て
い
た
。

法
堂
は
三
間
計
り
で
、
大
殻
の
右
に
在
っ
た
。
藩
憲
蒋
公
ら
が
財
力
を
提
供
し
、
憲
話
公
が
揖
を
造
り
、
貴
西
道
高
公
が
龍
の
彫

刻
を
寄
贈
し
た
。
法
堂
の
中
に
は
諸
公
の
額
咲
が
あ
る
。

天
王
殿
辻
五
謂
で
、
観
音
殻
の
前
茜
に
在
っ
た
。
正
黄
棋
都
競
護
頼
が
中
心
と
な
っ
て
創
建
、
後
に
督
擦
中
営
劉
・
営
孫
の
二
公
、

並
び
に
都
圏
曹
公
が
拠
金
し
て
助
成
し
た
。
左
に
関
帝
像
調
が
あ
る
。

大
殻
の
前
に
は
厨
庫
倉
が
あ
っ
た
。

次
に
草
創
期
の
弘
福
寺
の
仏
像
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
仏
後
に
つ
い
て
の
記
載
誌
「
緊
霊
山
志
』
巻
自
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ

り
な
が
ら
概
観
し
て
お
き
た
い
。
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緊
霊
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仏
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田
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ノ犬、

毘
慮
仏
像
は
身
高
六
尺
六
寸
に
し
て
、
大
中
丞
曹
公
、
議
夫
人
ら
が
発
心
し
拠
金
し
て
離
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
禽
卓
、
燈

瓶
、
雄
幌
、
播
種
、
花
侯
な
ど
は
臭
司
(
明
清
時
代
の
接
察
胃
)
李
公
が
修
造
し
た
。
傍
に
あ
る
章
駄
天
一
尊
辻
楚
稽
月
就
が
湊

(
雲
南
)
よ
り
招
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

釈
迦
如
来
像
は
僧
月
航
が
漠
よ
り
募
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
菩
薩
像
は
楚
林
師
が
募
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。
寵
座
は
居
士
李
正

芳
と
室
の
劉
氏
が
助
製
し
た
も
の
で
、
撫
軍
曹
公
と
提
軍
侯
公
の
題
額
が
あ
る
。

観
音
大
士
像
は
信
者
の
李
維
栢
と
室
の
田
氏
が
装
修
し
、
藩
司
港
公
超
先
、
督
学
超
公
景
福
が
題
額
し
た
。

章
駄
尊
者
像
は
善
信
士
の
張
廷
英
が
装
修
、
左
右
の
再
概
は
大
司
馬
落
公
ら
が
造
っ
た
。

天
王
復
は
藩
呆
道
将
ら
が
拠
金
し
て
装
鯵
し
た
。

弥
鞍
仏
像
は
僧
月
航
が
招
来
し
た
。
今
は
天
王
殿
に
安
置
し
て
い
る
G

緊
霊
山
弘
福
寺
の
歴
史
を
記
し
た
も
の
に
『
郎
防
霊
山
志
』
巻
六
に
故
録
さ
れ
た
大
司
馬
王
公
継
文
が
撰
し
た
「
臥
r
d
霊
山
弘
福
寺
記
」

と
、
同
巻
十
一
、
「
芸
文
上
」
に
牧
録
さ
れ
た
賜
進
士
第
資
政
大
夫
貴
州
等
処
承
宣
布
設
復
司
布
政
捜
内
壁
京
堂
蒋
寅
撰
の
「
斡
霊

山
弘
福
寺
碑
記
」
と
が
あ
る
。

ま
ず
「
竪
霊
山
弘
福
寺
記
」
か
ら
検
討
し
よ
う
。
撰
者
の
王
継
文
は
『
清
史
稿
」
巻
二
百
五
十
六
、
列
伝
西
十
三
に
伝
が
あ
る
が
、

王
継
文
は
字
は
在
燕
、
漢
軍
譲
黄
旗
入
。
顕
治
中
(
一
六
四
回
i

六
二
、
官
学
士
よ
り
弘
文
段
編
集
、
戸
部
部
中
を
壁
、
康
県
中

(
一
六
六
二
i

一
七
二
二
)
、
呉
三
桂
の
平
定
に
従
い
、
雲
貴
総
督
に
な
っ
た
c

清
の
康
熊
三
十
年
(
一
六
九
二
、
王
継
文
は
漠
甫
を
重
議
し
た
が
、
そ
の
翌
年
、
大
司
馬
蒐
公
が
緊
州
を
巡
視
し
て
掃
号
、
王

継
文
に
次
の
よ
う
に
告
げ
た
と
い
う
。
緊
霊
山
は
新
し
く
開
い
た
名
勝
地
で
あ
り
、
そ
の
工
事
は
す
で
に
竣
工
し
、
住
持
の
憎
か
ら

寺
記
を
請
わ
れ
た
の
で
こ
こ
に
撰
す
る
と
い
う
。

緊
霊
山
は
嚢
揚
の
西
北
謂
五
里
に
あ
号
、
千
綿
密
扶
翠
、

一
水
抱
藍
の
景
勝
の
地
で
あ
る
が
、
そ
の
地
に
卓
錫
し
た
禅
諦
を
赤
松
と



い
い
、
臨
済
宗
の
人
で
あ
る
。
赤
松
辻
萄
よ
り
楚
を
霊
て
こ
の
地
に
留
ま
り
招
提
を
造
っ
た
。
そ
の
後
、
制
軍
察
公
、
撫
軍
楊
公
、

慕
公
、
提
軍
候
公
ら
の
貴
顕
名
士
が
弘
福
寺
の
拡
建
に
努
め
た
。
そ
の
後
、
王
継
文
ら
が
復
興
に
努
め
た
。
か
く
し
て
立
派
な
層
楼

模
関
、
曲
桂
長
廊
、
亭
院
斎
舎
が
完
成
し
た
と
い
う
。

「
斡
霊
山
志
」
巻
十
一
の
「
芸
文
」
に
牧
録
さ
れ
た
「
斡
霊
山
弘
福
寺
碑
記
」
も
王
継
文
撰
の
「
緊
霊
山
弘
福
寺
記
」
と
大
司
小

異
で
あ
る
が
「
緊
霊
山
弘
福
寺
碑
記
」
の
方
が
諸
殿
宇
建
造
の
拠
金
者
の
人
名
が
多
い
が
、
繁
を
恐
れ
て
省
略
し
た
い
。

盟
、
赤
松
和
尚
の
伝
記
と
思
想

赤
松
和
尚
の
伝
記
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
「
欝
霊
山
志
』
巻
一
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
「
行
実
」
、
二
巻
に
攻
録
さ
れ
て
い
る

「
緊
霊
赤
松
領
禅
師
塔
銘
」
、
及
び
「
緊
南
会
燈
密
巻
二
に
攻
録
さ
れ
て
い
る
「
貴
陽
欝
霊
赤
松
領
禅
諒
」
の
条
な
ど
が
あ
る
。

松
山
無
動
居
士
察
瑳
が
撰
し
た
「
緊
霊
赤
松
領
禅
師
塔
銘
」
及
び
「
緊
甫
会
燈
録
」
巻
二
に
故
録
さ
れ
た
伝
記
に
よ
っ
て
赤
松
和

尚
の
伝
記
を
述
べ
て
お
き
た
い

赤
松
和
尚
の
誇
は
道
領
、
字
詰
赤
松
、
赤
領
禅
師
と
も
い
わ
れ
た
。
賓
の
這
川
(
西
川
省
清
江
流
域
)
の
韓
氏
の
子
で
あ
る
。
母

は
謝
氏
、
乱
世
の
た
め
に
緊
に
入
っ
た
。
十
五
歳
、
自
ら
喜
ん
で
出
家
、
遂
に
南
望
山
に
入
っ
た
。
南
望
山
は
貴
熊
省
息
蜂
県
の
東

に
あ
わ
ノ
、
海
抜
一
七
四
九
・
六
メ
ー
ト
ル
あ
る
山
勢
雄
偉
の
山
で
頂
上
に
玄
天
満
が
あ
る
(
「
中
層
地
名
詩
典
」
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
九
O
年
四
月
、
六
一
八
頁
)
。
な
お
南
望
山
に
つ
い
て
辻
「
費
揚
山
泉
志
」
(
「
説
認
」
三
種
)
の
中
に
記
録
が
あ
り
、
「
南
望
山

は
府
城
の
北
な
り
、
深
林
大
住
一
一
再
に
し
て
嵐
気
あ
り
。
昼
昏
く
人
跡
竿
に
到
る
」
と
記
し
て
い
る
。

(
七
)

南
望
山
で
修
行
す
る
こ
と
数
年
、
九
峰
山
(
福
建
省
高
平
市
、
宋
代
に
廷
平
書
院
あ
ち
)
に
到
号
、
霊
薬
和
尚
に
参
じ
た
。
霊
薬

和
尚
は
「
万
法
婦
こ
の
公
案
を
赤
松
に
示
し
た
。
「
万
法
滞
こ
と
は
、
着
の
中
頃
、
憎
肇
の
撰
述
と
し
た
橘
存
さ
れ
た
「
宝
意

審
に
あ
る
言
葉
で
、
差
別
の
万
法
が
平
等
一
味
の
理
体
に
揮
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

ち
な
み
に
「
碧
巌
録
』
第
四
十
五
郎

貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
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に
「
超
州
万
法
帰
こ
の
公
案
が
あ
る
。

九

)

(

一

O
)

そ
の
後
、
白
雲
酉
識
を
札
し
て
披
剰
し
、
敏
樹
和
尚
に
参
じ
て
発
明
し
た
。
敏
揚
和
尚
と
は
敏
樹
如
相
(
一
六
O
三
i
一
六
七
二
)

の
こ
と
で
、
「
緊
霊
会
澄
録
」
巻
一
に
伝
が
あ
る
c

知
栢
の
語
録
と
し
て
は
「
敏
樹
禅
師
語
録
」
一

O
巻
が
あ
る
が
、
こ
の
語
録
は

道
崇
の
編
、
道
鎮
の
録
し
た
も
の
で
、
清
の
康
熊
二
十
七
年
(
一
六
八
八
)
、
嘉
輿
拐
厳
寺
で
刊
行
し
て
い
る
。

「
緊
南
会
燈
録
」
巻
一
に
「
石
降
三
味
敏
樹
相
禅
師
」
の
伝
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
数
調
は
萄
の
謹
刑
王
氏

の
子
で
あ
り
、
赤
松
和
尚
と
同
郷
の
出
身
で
あ
る
。
破
山
和
詣
に
狗
子
無
仏
性
の
話
頭
で
参
じ
て
証
悟
し
た
。
敏
樹
は
斡
萄
を
往
来

す
る
こ
と
数
十
余
年
、
清
の
康
照
十
一
年
(
一
六
七
二
)
、
易
の
慈
雲
堂
で
示
寂
し
た
。
そ
の
遺
傷
は
「
我
為
法
玉
、
於
法
自
在
、

来
去
自
由
、
縦
横
無
議
」
(
記
続
蔵
一
四
五
・
七
盟
六
上
下
)
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
・
自
由
無
畿
の
境
界
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

敏
樹
和
高
に
参
じ
て
印
証
を
受
け
た
赤
松
和
尚
は
三
年
間
の
間
関
を
行
っ
た
後
、
緊
霊
山
を
開
い
て
行
化
す
る
こ
と
三
十
余
年
、

そ
の
道
嵐
は
緊
地
に
振
い
、
法
を
得
る
者
、
数
十
余
人
と
い
う
。

赤
松
和
尚
に
は
「
語
録
」
五
巻
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
赤
松
禅
師
語
録
』
と
い
い
、
門
入
寂
源
が
録
し
、
農
黒
三
十
年
(
一
六
九
一
)

に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
語
録
は
臨
済
宗
、
敏
樟
如
椙
法
婦
の
、
赤
松
道
領
の
語
録
で
あ
る
。
上
堂
・
小
参
・
示
衆
・
法
語
・

拾
領
・
掲
・
雑
著
・
詩
・
書
関
・
仏
事
・
行
実
を
集
録
し
た
も
の
で
、
『
中
華
大
義
経
」
第
二
輯
第
一
百
五
十
五
冊
、
嘉
盤
ハ
続
蔵

E

録
の
中
に
「
清
道
領
説
・
寂
源
録
」
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

『
中
華
大
蔵
経
」
本
に
は
清
の
法
秀
撰
の
「
序
」
、
お
よ
び
清
の
段
務
書
の
「
序
」
が
冒
襲
に
あ
る
。
『
語
録
」

の
内
容
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

巻巻

上
堂
上
堂
、
小
参
、
一
本
衆

法
語
、
拾
類
、
渇
、
雑
著

巻



巻
西
巻
五
書
問
、
仏
事
、
行
実

巻
一
に
詰
「
金
貴
揚
府
寿
世
禅
民
語
録
」
と
題
さ
れ
て
上
堂
の
法
語
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
上
堂
と
は
法
堂
に
上
り
説
法
す
る
こ

と
で
、
堂
は
法
堂
の
こ
と
で
あ
る
。
古
く
は
毎
日
朝
晩
行
わ
れ
た
が
、
後
に
は
回
節
上
堂
、
五
参
上
堂
な
ど
定
時
の
朝
行
わ
れ
た
G

襲
参
、
大
参
、
普
説
、
陸
座
な
ど
の
説
法
が
あ
る
。
巻
一
で
上
堂
を
請
う
た
人
々
に
は
、
露
弟
髪
李
海
道
、
察
浄
願
居
士
、
李
鎮
台
、

浄
月
李
居
士
、
自
壇
越
、
緩
遠
将
軍
察
公
、
撫
軍
王
公
大
檀
越
、
大
中
丞
慕
公
、
藩
憲
将
公
、
関
台
社
公
、
築
課
大
一
欝
龍
公
、
域
守

中
軍
安
公
、
省
参
禅
師
、
威
清
門
衆
居
土
、
広
東
街
明
魁
黄
居
士
、
浄
祥
蘇
居
士
、
浄
尚
陶
居
士
、
頴
川
、
松
巌
二
大
部
ら
の
大
檀

越
、
居
士
、
糞
鎮
、
禅
師
、
大
部
ら
が
あ
っ
た
。

巻
二
に
お
い
て
上
堂
を
請
う
た
人
々
に
は
、
惑
抱
禅
師
、
劉
撞
越
、
林
抱
伊
従
等
の
居
士
、
広
東
街
楊
梅
居
士
、
諌
士
街
居
士
、
松

月
上
座
、
浄
敵
襲
居
士
、
張
浄
輪
、
芳
斌
朱
居
士
、
惇
居
士
、
致
中
禅
入
、
藩
憲
椅
大
檀
越
、
国
台
王
公
、
嵩
巌
大
師
、
行
届
監
院
、

李
鎮
台
、
藩
ム
ロ
荷
公
、
王
鎮
台
、
巣
憲
曹
公
、
嵩
巌
大
諦
ら
が
あ
り
、
巻
末
に
「
示
衆
」
十
二
言
が
あ
る
。
そ
の
中
の
二
言
を
あ
、
げ

ト
で
つ
。

詩

六
根
清
浄
更
精
勤
。
一
念
淳
然
超
劫
塵
。
莫
向
外
辺
尋
仏
果
。
単
求
自
己
本
来
入
。

六
根
清
浄
に
し
て
更
に
精
勤
せ
よ
。
一
念
揮
然
と
し
て
劫
塵
を
超
ゆ
。
外
辺
に
向
っ
て
仏
果
を
尋
ね
る
こ
と
莫
れ
。
単
に
自
己

本
来
の
入
を
求
め
よ
。

乾
坤
枚
在
一
掌
中
。
放
出
円
明
満
太
空
。
市
今
不
知
何
若
比
。
看
来
天
地
体
皆
司
。

乾
坤
一
掌
の
中
に
牧
在
す
。
円
明
を
放
出
し
太
空
に
満
た
す
c

而
今
、
知
ら
ず
何
ぞ
此
の
若
き
を
、
看
来
れ
ば
天
地
の
体
、
皆

同
じ
こ
と
を
。
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前
の
一
首
は
六
根
を
渚
誇
に
し
て
更
に
精
勤
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
一
念
発
心
す
れ
ば
、
長
い
間
の
塵
労
を
超
越
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
悟
り
を
外
に
向
っ
て
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
自
身
の
中
に
そ
れ
を
求
め
よ
と
説
い
て
い
る
。

後
の
一
言
は
、
乾
坤
大
地
ほ
こ
の
掌
中
に
あ
る
。
円
明
の
気
を
放
出
し
て
虚
空
に
遍
請
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
只
今
こ

そ
、
そ
れ
が
現
成
し
て
い
る
の
だ
G

よ
く
見
れ
ば
天
地
の
体
も
自
己
も
虚
空
も
全
く
一
体
な
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
二
つ
の
示
衆
を
見
て
も
、
赤
松
和
尚
の
只
者
で
な
か
っ
た
境
涯
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
虚
空
と
と
も
に
生
き
た
禅
者
の
風
格
で

あ
る
。
彼
が
若
い
時
、
九
峰
山
で
五
年
間
の
間
関
を
し
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
気
力
を
充
実
さ
せ
た
弾
者
た
り
得
た
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
関
関
と
は
、
門
を
関
じ
、
一
切
の
来
客
を
断
っ
て
修
行
の
た
め
に
穏
棲
す
る
こ
と
で
あ
る
。
食
事
も
外
部
か
ら
運
ん
で
も

ら
い
、
一
歩
も
庵
室
か
ら
外
に
出
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
坐
禅
や
読
経
に
浸
頭
す
る
こ
と
を
い
う
。

『
緊
霊
赤
松
領
禅
師
語
録
」
巻
三
に
辻
「
法
一
語
」
が
牧
録
さ
れ
て
お
り
、
示
大
中
丞
王
公
、
示
我
和
関
大
壇
越
、
示
酉
星
白
壇
越
、

示
知
参
魯
居
士
、
示
昭
然
禅
入
、
贈
問
問
庵
浄
敵
居
士
、
示
仏
燈
禅
入
帰
里
、
示
孫
演
密
、
一
不
融
之
禅
入
、
一
不
継
脈
監
院
、
一
不
至
賢
善

人
、
示
慈
容
善
人
持
充
、
示
碧
松
禅
入
、
一
不
大
潤
居
士
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
拾
領
」
と
し
て
女
子
入
定
、
勘
破
婆
子
、
婆
子
境
庵
、
撤
手
商
婦
な
ど
の
公
案
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
「
贈
倦
」
が
あ
ち
、
そ
れ
は
贈
仏
燈
禅
入
、
贈
慈
忍
禅
入
、
贈
松
庵
禅
入
、
贈
鶴
声
監
院
、
贈
嵩
岩
大
師
、
贈
良
遂
更
号
仏

み
ん

遂
、
鰭
惑
抱
禅
師
、
贈
海
雲
禅
人
、
贈
大
之
大
語
、
超
大
林
禅
入
、
贈
鶴
樹
禅
入
、
贈
天
台
省
参
禅
師
、
示
懐
元
待
者
、
示
震
害
持

者
、
一
不
山
獄
雲
侍
者
、
示
宝
印
禅
入
、
示
緊
谷
禅
入
、
示
泰
寧
禅
入
、
示
泰
然
禅
入
、
勉
実
参
禅
入
、
示
可
也
禅
者
、
勉
達
塩
禅
入
、

贈
悟
空
禅
入
、
贈
宝
月
禅
入
、
勉
帰
元
禅
入
、
贈
瑞
徴
楊
檀
越
、
贈
竜
庵
居
士
、
勉
従
仏
居
士
、
勉
心
宗
居
士
、
贈
公
夏
詞
宗
、
贈

淡
也
檎
詞
宗
、
電
師
吉
屠
士
、
贈
善
権
岩
士
、
贈
誇
円
善
人
、
贈
仏
月
居
士
、
勉
浄
月
居
士
、
贈
浮
孝
居
士
、
贈
李
公
大
檀
越
、
一
不

繁
明
居
士
、
鰭
浄
敵
居
士
、
示
仏
意
居
士
、
答
仏
宗
大
徳
拾
花
曹
渓
意
旨
、
示
瑞
貞
屠
士
、
贈
宗
明
居
士
、
示
仏
貞
居
士
、
贈
紫
岩

居
士
、
勉
修
来
居
士
、
贈
霊
源
居
士
、
贈
祇
霞
居
士
、
贈
大
陸
居
士
、
贈
聖
林
居
士
、
勉
賢
林
居
士
、
島
子
頴
居
士
、
示
双
林
善
人
、



勉
慈
願
居
士
、
示
義
月
居
士
、
贈
円
慧
善
人
、
一
不
超
元
浄
玉
居
士
、
一
不
浮
富
居
士
、
一
不
仏
賢
仏
悦
居
士
、
一
不
虞
慈
居
士
、
贈
鳴
保
再

詩
宗
襲
名
、
勉
純
素
居
士
、
贈
明
遠
語
宗
、
示
霊
黙
居
士
、
贈
昇
嚢
居
士
、
示
顕
校
居
士
、
示
王
宮
壁
衆
居
士
、
贈
来
源
居
士
で
あ

る。
こ
れ
を
見
る
と
、
多
く
の
居
士
、
禅
入
な
ど
に
法
語
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
「
勉
賢
林
居
士
」
な
ど

と
「
勉
」
と
い
う
字
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
勉
励
せ
よ
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
た
と
え
ば
雲
門
宗
の
宗
担
で
あ
る
雲
門
文
僅
(
八
六
回
ー

九
四
九
)
の
是
非
子
見
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
む

汝
、
当
に
知
る
べ
し
。
或
は
能
く
吾
が
誠
を
遵
行
せ
ば
、
別
ち
仏
法
を
し
て
流
通
し
、
天
神
、
摂
衛
し
て
、
西
患
に
負
か
ず
、

ベ
ん
せ
ん

置
に
益
存
ら
し
む
べ
し
。
或
は
此
に
違
わ
ば
、
五
口
が
巻
属
に
非
ず
。
勉
持
せ
よ
、
勉
持
せ
よ
(
「
雲
門
亘
真
禅
師
広
録
」
巻
下
)
。

こ
の
一
文
の
意
味
は
「
ど
う
か
次
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
自
分
の
遺
識
を
よ
く
守
れ
ば
仏
法
は
末
代
ま
で
流
通
し
、

天
神
の
加
護
が
得
ら
れ
、
回
患
に
背
く
こ
と
な
く
、
世
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
自
分
の
遺
識
に
背
け
ば
、
自
分
の
春
属
で
は

な
い
。
よ
く
勉
強
せ
よ
、
よ
く
勉
動
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
恐
ち
く
「
赤
松
領
禅
師
語
録
』
巻
三
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
「
勉
」

べ
ん
せ
ん

の
字
は
「
雲
門
広
録
』
と
同
じ
く
「
勉
持
」
の
意
味
で
は
な
い
か
と
思
う
。

た
と
え
ば
勉
賢
林
居
士
に
与
え
た
一
匂
を
次
に
か
か
げ
よ
う
。

念
頭
提
起
待
相
対
、
不
比
尋
常
身
口
意
。
仏
口
仏
心
行
仏
事
、
自
黙
超
入
如
来
地
。

念
頭
提
起
す
る
時
は
相
い
対
す
る
も
、
尋
常
の
身
口
意
に
比
べ
ら
れ
ず
。
仏
口
仏
心
行
仏
の
事
に
し
て
、
自
然
に
如
来
地
に
超

入
せ
ん
。

こ
の
意
味
は
、
念
頭
に
起
る
持
辻
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
相
い
対
し
て
起
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
弘
の
身
口
意
は
尋
常

の
身
口
意
と
比
較
を
絶
す
る
も
の
で
あ
り
、
身
口
意
は
そ
の
ま
ま
仏
口
、
仏
心
、
行
仏
と
な
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
岳
然
に
如
来

地
に
超
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
c
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1m 

次
に
「
雑
著
」
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
誌
参
禅
弱
、
念
仏
掲
、
掛
鐘
、
布
袋
和
尚
、
天
童
密
担
、
双
桂
部
翁
、
慈
雲
老

和
尚
、
継
岐
山
何
居
士
、
天
童
掃
密
雲
悟
桓
塔
、
慈
雲
掃
先
老
和
尚
塔
が
あ
る
。

こ
の
な
か
の
「
念
仏
信
」
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

念
仏
渇

参
禅
共
念
仏
両
処
、
一
心
居
了
却
心
頭
事
。
関
王
不
奈
渠
念
仏
与
参
禅
和
融
一
処
。
看
津
然
方
及
第
自
在
、
期
還
天
参
禅
念
仏

真
実
。
坐
断
再
頭
岩
一
。
忽
然
著
破
娘
生
輪
廻
生
死
了
畢
。

な

ん

ぞ

参
禅
と
念
仏
共
に
再
処
な
れ
ど
も
、
一
心
に
居
し
了
ら
ば
却
っ
て
心
頭
の
事
な
り
。
関
王
、
奈
渠
念
仏
と
参
禅
と
一
処
に
和
一
瓢

せ
ざ
る
や
。
看
よ
葎
然
と
し
て
方
に
自
在
に
及
第
す
れ
ば
、
即
ち
天
に
還
り
て
参
禅
と
念
仏
は
真
実
な
り
。
再
頭
を
坐
断
し
て

じ
よ
、
っ
し
ょ
、
ヲ

一
に
屠
す
。
忽
然
と
し
て
娘
生
の
輪
廻
を
看
破
し
て
生
死
了
畢
す
。

参
禅
と
念
仏
は
二
つ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
心
の
事
で
あ
る
。
閤
魔
王
が
念
仏
と
参
禅
を
一
に
和
融
し
な
い
の
は
誤
り
で

あ
る
。
自
在
の
境
地
に
入
れ
ば
、
参
禅
と
念
仏
は
ど
ち
ち
も
莫
実
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
号
、
参
禅
と
念
仏
の
二
つ
を
坐
断
し
て
、
生

ま
れ
つ
き
の
輪
廻
を
断
じ
て
生
死
の
一
大
事
を
罷
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

念
仏
と
参
禅
を
ひ
と
つ
と
み
る
禅
浄
一
致
の
思
想
に
も
と
づ
い
た
掲
文
で
あ
る
が
、
念
仏
と
参
禅
を
坐
断
し
て
一
真
実
を
官
了
す

る
と
い
う
臨
済
禅
者
の
気
焼
が
こ
の
「
念
仏
億
」
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

次
の
「
語
録
」
巻
酉
は
赤
松
和
尚
の
詩
文
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
法
秀
の
「
序
」
に
よ
る
と
、
赤
松
和
詣
は
士
大
夫
と
詩
文
を
剖

唱
し
て
い
た
と
い
う
。
林
泉
隠
逸
の
士
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
詩
文
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
詩
題
に
は
、
夏

5
漠
中
間
友
遊
太
和
宮
樹
下
、
挽
潅
余
曹
老
先
生
、
春
日
送
別
魯
公
体
檀
越
、
答
孟
陽
熊
檀
越
登
山
韻
、
贈

へ
ん

別
金
壇
越
、
次
下
司
馬
遊
東
山
韻
、
贈
臭
憲
高
護
法
仏
栄
註
、
次
謹
牧
州
魚
声
韻
、
同
友
人
斌
得
月
下
諒
渓
声
、
援
史
春
元
間
道
韻
、

次
登
山
韻
、
送
中
丞
曹
公
堰
帰
億
雨
有
懐
、
友
人
至
出
題
以
贈
之
、
送
別
在
臣
楊
檀
越
遷
楚
黄
郡
丞
、
J

味
桂
鰭
友
、
建
遊
山
客
、
部



夏
孝
東
韻
、
春
日
間
一
誌
、
友
人
過
訪
賦
贈
、
次
用
春
元
夜
賞
菊
韻
、
春
日
次
剖
張
詞
宗
過
訪
不
遇
譲
、
籍
別
乾
御
一
乗
二
禅
入
、
間

友
人
登
大
悲
関
望
武
侯
踊
な
ど
の
外
、
四
十
四
首
の
詩
文
が
録
さ
れ
て
い
る
。

檀
越
、
禅
入
、
和
尚
、
士
大
夫
な
ど
の
醐
詩
の
み
で
な
く
、
昌
然
の
愚
景
を
詠
ん
だ
「
菊
」
「
春
日
」
「
花
朝
」
な
ど
の
自
然
詩
も

あ
る
。
た
と
え
ば
「
春
日
」
の
詩
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

春
勝
山
川
緑
。
連
天
風
雨
速
。
隔
林
聴
暁
鐘
。
破
霧
鳥
声
出
。

さ
か
ん

春
勝
に
し
て
山
川
緑
な
れ
ノ
。
天
に
連
な
与
て
風
雨
速
し
G

林
を
隔
て
て
暁
鐘
を
聴
く
。
霧
を
破
ち
て
鳥
声
出
づ
。

緊
霊
山
の
春
の
風
光
が
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
春
、
山
刑
は
緑
に
覆
わ
れ
、
風
雨
に
打
た
れ
て
い
る
。
林
を
橋
て
て
暁
の
鐘
の
音
を

聴
い
た
り
、
窮
霧
を
破
る
鳥
の
声
を
聴
い
て
い
る
の
ど
か
な
山
寺
の
輯
が
詠
ま
れ
て
い
る
G

最
後
の
『
語
録
」
巻
五
に
は
「
書
問
」
が
攻
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
簡
の
題
に
は
、
復
祇
林
羅
居
士
、
復
張
貢
元
、
復
部
元
書
、

謝
制
軍
察
大
壇
越
、
謝
謙
憲
玉
大
檀
越
、
復
張
経
公
、
復
王
鎮
台
、
寄
法
兄
天
穏
和
尚
、
復
白
壇
越
、
寄
博
違
法
兄
、
謝
九
峰
題
中

和
尚
、
復
客
間
関
蔵
経
童
皆
、
法
叔
丈
老
和
尚
啓
、
寄
察
堂
大
師
、
寿
王
操
軍
啓
、
一
不
文
一
法
孫
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中
の
「
復
」
と

あ
る
の
は
報
答
で
あ
り
¥
答
書
を
い
い
、
「
謝
」
は
礼
を
言
う
こ
と
で
あ
り
、
「
寄
」
詰
寄
信
で
あ
り
、
手
紙
を
送
る
こ
と
を
い
う
。

「
垣
間
録
」
巻
五
の
巻
末
に
は
「
仏
事
」
と
「
行
自
」
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
「
仏
事
」
と
は
亡
僧
や
亡
壇
越
の
た
め
の
仏
事
で
あ
り
、

例
え
ば
「
心
持
和
尚
の
為
に
禽
前
上
供
」
「
白
雲
西
老
和
尚
の
為
に
起
禽
」
「
西
竺
和
尚
の
た
め
に
入
禽
」
「
越
壇
越
恭
入
の
為
に
起

指
」
な
ど
で
あ
る
。

最
後
の
「
行
田
」
と
題
さ
れ
た
も
の
は
赤
松
和
尚
の
行
歴
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
G

九
蜂
山
に
お
け
る
「
万
法
帰
一
、
一
婦
何
処
」

の
公
案
修
行
な
ど
の
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
斡
霊
山
の
法
援
を
付
嘱
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
述
べ
る
と
「
緊
霊
山
志
」
巻
八
の
「
付
嘱
」
の
条
に
、
酒
・
己
の
義
思
山
で

開
法
し
た
大
拙
明
震
、
演
省
大
理
府
の
文
殊
寺
で
開
法
し
た
若
虚
明
実
、
行
局
常
密
、
楚
の
平
渓
紫
気
山
に
住
し
た
雲
石
海
源
、
省

貴
州
川
・
斡
霊
山
の
仏
教
(
謙
一
回
)
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貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
冨
)

ーノ、

拙
浄
定
、
難
足
出
金
頂
の
迦
葉
殿
に
住
し
た
覚
妻
、
平
越
に
住
し
た
霊
鶴
堆
億
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
言
座
と
な
っ
た

乾
御
弘
源
、
座
元
と
な
っ
た
塞
脹
浄
和
、
お
よ
び
岐
山
浄
林
荷
岩
士
の
三
人
の
伝
が
攻
録
さ
れ
て
い
る
。

五
、
『
臨
岳
山
南
会
燈
録
」
に
牧
録
さ
れ
た
貴
陽
の
禅
者

「
大
自
本
続
蔵
経
』
の
中
に
「
斡
南
会
燈
録
」
入
巻
(
記
続
義
経
一
四
五
、
以
下
「
会
燈
録
」
と
略
称
)
と
い
う
書
物
が
故
録
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
善
一
如
純
の
著
で
あ
る
。
従
来
の
伝
灯
録
が
多
く
は
江
指
(
江
蘇
省
・
漸
江
省
)
諸
省
に
居
住
し
た
人
達
の
も

の
で
、
緊
州
(
貴
州
省
)
に
お
け
る
も
の
は
全
く
攻
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
著
者
自
ら
禁
州
の
諸
都
を
遍
歴
し
て
、
明
よ
り

清
代
に
至
る
禁
地
諸
家
一
一
九
人
の
語
録
を
牧
集
し
編
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

巻
首
に
清
の
康
照
四
十
一
年
(
一
七

O
二
)
十
二
月
の
程
春
麹
の
序
、
翌
四
十
二
年
(
一
七

O
三
)
八
月
の
杜
藻
の
序
を
攻
録
し
、

次
に
自
序
並
に
凡
倒
、
昌
録
を
攻
め
、
第
入
巻
の
終
り
に
一
編
者
た
る
善
一
如
純
の
機
縁
、
語
要
を
録
し
て
い
る
。
「
続
補
」
で
は
、

更
に
聖
可
玉
の
法
鋼
、
続
澄
、
無
理
の
二
禅
師
、
及
び
霊
林
門
法
婦
の
心
性
禅
師
の
三
名
を
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
入
の
添
加

し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
G

「
緊
高
会
燈
録
」
の
著
者
、
禅
一
如
純
(
生
浸
年
不
詳
)
は
禁
(
貴
州
省
)
習
安
の
人
で
、
俗
姓
は
張
氏
。
十
七
哉
、
法
海
寺
の

霊
光
を
札
し
て
披
剃
し
た
。
雲
鷲
山
の
頂
相
和
尚
を
札
し
受
具
し
て
後
、
天
台
月
経
に
参
じ
、
の
ち
松
山
帰
山
に
上
り
善
権
達
位
を
札

し
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
c

善
権
の
寂
後
、
一

O
年
諸
方
を
遍
遊
し
、
天
竜
山
普
徳
寺
に
開
法
し
、
さ
ら
に
松
山
帰
山
普
光
寺
に
住
し
、

そ
の
後
、
普
語
寺
に
再
往
し
た
。
康
熊
西
十
二
年
(
一
七
O
三
)
「
斡
南
会
燈
録
』
八
巻
を
著
し
た
。
な
お
輩
出
一
如
純
に
は
「
善
一

純
禅
師
語
録
」
三
巻
、
「
善
一
純
善
師
続
録
」
一
巻
が
あ
る
。

「
善
一
部
純
語
録
」
の
超
撰
の
序
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
緊
地
に
仏
法
な
し
と
開
い
て
い
る
が
、
今
は
禁
地
に
仏
法
な
し
と
は
云

え
な
い
と
い
う
。
如
純
は
緊
の
人
で
あ
る
。
旦
ハ
・
越
・
楚
・
萄
を
循
参
し
名
望
の
宗
匠
よ
れ
ソ
教
え
を
受
け
て
緊
に
嬉
る
や
、
習
安
の



道
搭
は
、
金
調
然
と
し
て
知
純
を
推
戴
し
た
と
い
う
。
顛
純
は
法
を
善
権
位
よ
り
得
、
善
権
位
は
月
韓
了
を
嗣
ぎ
、
丹
櫨
了
は
丈
雪
酵

を
調
ぎ
、
丈
雪
醇
は
破
山
明
を
嗣
ぎ
、
被
山
明
は
天
童
梧
を
調
い
で
お
り
、
そ
の
源
流
は
清
潔
に
し
て
一
大
叢
林
の
繁
茂
と
な
っ
て

栄
え
た
と
い
う
。

善
一
如
純
の
法
系
を
た
ど
る
と
、
天
童
円
培
、
破
山
海
明
、
丈
雪
通
酔
、
月
瞳
徹
了
、
善
権
達
位
、
善
一
如
純
と
な
る
。

天
童
円
官
ご
五
六
六
i

一
六
四
こ
は
号
は
密
雲
、
常
州
(
江
蘇
省
)
宜
興
の
入
。
二
十
九
歳
、
幻
有
正
伝
に
従
っ
て
祝
髪
。

万
暦
三

O
年

ご

六

O
一
乙
、
常
州
竜
池
院
の
監
院
と
な
る
。
一
自
錦
棺
山
を
過
ぎ
て
露
然
と
し
て
大
悟
し
た
。
三
十
九
年
(
一
六

一
こ
二
月
、
四
十
六
裁
に
し
て
正
伝
の
衣
鉢
を
嗣
い
だ
。
天
誓
三
年
(
一
六
二
三
)
天
台
山
通
玄
寺
に
移
ち
、
四
年
三
月
、
嘉
輿

(
斯
江
省
)
海
塩
の
広
慧
寺
に
移
り
、
崇
禎
三
年
(
一
六
三

O
)
三
月
、
福
州
(
福
建
省
)
の
黄
栗
山
万
福
寺
に
住
し
、
さ
ら
に
明

州
(
漸
江
省
)
育
王
山
広
利
寺
を
経
て
天
童
山
景
徳
寺
に
移
る
。
崇
禎
十
四
年
(
一
六
回
こ
金
陵
大
報
恩
寺
に
住
し
た
。
同
十
五

年
通
玄
寺
に
掃
り
七
月
七
百
示
寂
し
た
。
垂
寿
七
十
七
。
(
「
五
燈
議
統
」
巻
二
四
、
「
五
鐙
全
書
』
巻
六
四
)
。

破
山
海
明
(
一
五
九
七
i
一
六
六
六
)
は
号
は
破
山
。
罫
(
西
川
省
)
の
入
。
十
九
歳
で
出
家
。
破
頭
山
に
数
年
住
し
、
博
山
元

来
に
参
じ
て
の
ち
、
密
雲
円
借
に
参
じ
て
そ
の
法
を
闘
い
だ
。
崇
禎
二
年
(
一
六
二
九
)
嘉
木
(
漸
江
省
)
の
東
塔
に
住
し
、
そ
の

後
、
諸
方
の
寺
剰
に
生
し
た
(
『
破
山
禅
師
年
譜
」
、
「
五
鐙
援
統
」
巻
二
四
、
『
五
燈
全
書
」
巻
六
五
)
。

丈
雪
通
酔
(
一
六
一

O
i
一
六
三
九
)
は
字
は
丈
雪
、
内
江
(
西
川
省
)
の
入
。
落
髪
後
、
密
雲
円
悟
に
参
じ
た
。
具
戒
の
後
、

万
蜂
の
破
山
海
明
に
参
じ
て
印
可
を
受
け
た
。
康
照
二
年
(
一
六
六
三
)
或
都
(
四
川
省
)
の
昭
覚
寺
に
往
し
た
(
「
緊
詩
紀
略
」

巻
三
一
、
「
正
源
略
集
』
巻
五
)
。

ち
な
み
に
「
緊
詩
紀
略
」
巻
三
二
に
「
丈
雪
大
師
通
酔
十
七
首
」
と
題
し
て
、
寄
雪
菅
兄
、
万
竹
道
中
、
避
兵
有
感
、
準
紫
霞
山

義
吉
仏
地
坐
有
感
、
山
居
二
言
、
示
堆
乾
禅
人
二
昔
、
示
知
非
禅
入
、
送
半
矯
弾
人
、
示
水
、
心
禅
入
、
次
太
崖
何
居
士
韻
、
示
大
乱

禅
入
、
臥
雲
南
油
、
汀
声
、
石
頭
山
、
山
居
な
ど
の
詩
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
通
辞
が
櫓
人
で
あ
り
な
が
ら
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

貴
州
・
禁
霊
出
の
仏
教
(
謙
田
)
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貴
州
・
竪
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)

ノ、、

か
る
。月
瞳
徹
了
(
一
六
一
四
i
二
ハ
六
六
)
は
萄
の
重
慶
の
入
。
宝
山
に
よ
っ
て
剃
髪
。
破
雪
や
象
産
性
誕
に
参
じ
た
後
、
丈
雪
通
辞

に
印
可
さ
れ
た
。
後
、
漠
(
雲
南
省
)
の
静
陰
・
南
明
・
竜
泉
・
玉
泉
等
に
歴
住
し
た
(
「
錦
江
禅
燈
」
巻
二
二
、
「
臥
阿
南
会
澄
録
」

巻
三
、
「
五
楚
全
書
』
巻
八
八
)
。

善
権
達
金
(
一
六
一
八
i
一
六
八
四
)
は
楚
北
の
入
。
十
三
歳
の
時
父
母
を
失
い
、
の
ち
安
頼
舟
(
貴
州
省
)
の
観
音
調
に
太
虚

和
尚
を
礼
し
て
出
家
し
た
。
後
、
月
瞳
徹
了
の
印
証
を
受
け
、
安
高
の
万
寿
寺
、
普
安
(
貴
州
省
)
の
松
山
帰
寺
等
に
歴
住
し
た

(
「
緊
南
会
澄
録
』
巻
六
)
。

棟
垣
は
明
末
に
お
け
る
緊
南
の
法
一
未
定
石
か
か
げ
て
い
る
c

そ
の
法
系
表
に
は
百
二
十
一
人
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、
系
統
一
が
は
っ

き
り
し
な
い
七
人
以
外
は
、
破
山
、
浮
石
、
木
陳
、
漢
月
の
屈
派
で
皆
、
天
童
告
の
法
孫
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
中
の
僧
の
出
身
地

に
つ
い
て
法
緊
の
出
身
者
の
み
で
な
く
、
萄
の
出
身
者
が
最
も
多
い
と
い
う
。

陳
垣
に
よ
れ
ば
、
「
緊
南
会
澄
録
」
に
牧
録
さ
れ
た
緊
僧
の
中
で
は
、
萄
入
が
十
中
の
七
、
入
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
は
『
雲
南

院
志
」
に
故
載
さ
れ
た
「
仏
釈
」
の
中
の
僧
の
中
で
、
漠
南
に
遊
方
し
た
僧
で
は
易
僧
が
多
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
仏
教
史

に
お
い
て
萄
(
西
川
省
)
と
湊
(
雲
南
省
)
、
緊
(
責
州
省
)
は
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
「
会
燈
録
」
の
中
に
記
載
さ
れ
た
多
く
の
斡
地
で
活
躍
し
た
僧
の
中
か
ら
、
現
在
、
貴
州
省
の
省
都
で
あ
り
、
緊
霊
山
の
あ

る
貴
陽
に
お
い
て
活
躍
し
た
僧
を
選
び
、
そ
の
伝
記
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

緊
霊
出
弘
福
寺
の
法
系
は
、
弘
福
寺
に
記
録
さ
れ
た
資
料
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
段
階
で
は
弘
福
寺
の
法
系
図
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
明
末
か
ら
渚
初
に
か
け
て
活
躍
し
た
貴
陽
に
住
し
た
僧
の
伝
記
を
調
査
す
る
以
外
方
法
が
な
い
。
そ
こ

で
唯
一
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
「
会
楚
録
』
を
黒
い
て
、
音
(
揚
に
お
け
る
僧
人
の
活
躍
状
況
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

貴
揚
の
僧
人
た
ち
は
必
ず
緊
霊
山
の
仏
教
に
多
少
な
り
と
も
影
響
を
受
け
た
か
、
あ
る
い
は
与
え
た
の
で
誌
な
い
か
と
思
わ
れ
る



か
ら
で
あ
る
。

禄
泰
覚
書

破
山
海
明
、
密
雲
円
悟
の
法
を
嗣
い
だ
臨
済
宗
の
弟
子
に
は
、
象
崖
性
廷
、
敏
樹
如
栢
が
あ
る
が
、
こ
の
敏
樟
如
相
の
法
系
の
中

に
は
、
貴
州
で
活
躍
し
た
石
肝
中
華
天
語
道
崇
、
思
南
中
和
天
潟
正
印
、
思
南
安
化
頴
秀
真
梧
、
安
頼
長
寿
天
語
壊
、
江
口
香
山
聖

符
道
越
、
貴
陽
輿
国
禄
薬
覚
甫
、
貴
筑
華
光
聖
園
道
行
、
儒
橋
署
一
百
台
浄
空
性
明
、
貴
陽
緊
霊
赤
松
道
領
、
儒
橋
福
雲
天
機
道
通
、
天

既
一
廓
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
僧
の
中
で
費
陽
で
活
躍
し
た
の
は
弘
福
寺
関
山
赤
松
道
領
と
禄
萎
覚
甫
の
二
人
で
あ
る
。

禄
萎
覚
甫
の
伝
は
『
会
澄
録
」
巻
こ
に
あ
る
。
覚
甫
は
賓
の
張
氏
の
子
で
あ
る
。
禁
地
に
お
い
て
披
潤
、
党
行
和
詣
よ
り
具
足
戒

を
受
け
、
つ
い
で
敏
樹
和
尚
に
参
じ
て
印
証
を
受
け
た
。
仏
誕
日
上
堂
、
元
旦
一
不
衆
な
ど
の
法
語
が
録
さ
れ
て
い
る
。

赤
松
道
鎮
の
法
嗣
に
は
、
指
揮
黒
愚
大
拙
捧
震
、
貴
問
販
雲
石
明
源
、
略
的
茜
乾
御
宏
源
が
あ
る
。

鏡
天
宗
詔
…

敏
樹
如
梧
の
髄
法
者
で
あ
る
天
乱
廓
の
弟
子
に
、
習
安
玉
丹
語
聖
弘
正
が
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
に
貴
陽
玉
竜
鏡
天
宗
照
が
あ
る
。

宗
照
の
伝
は
「
会
澄
録
」
巻
七
の
語
重
正
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
宗
照
辻
本
郡
王
氏
の
子
、
母
は
陳
氏
。
貴
筑
の

蓮
花
寺
に
お
い
て
披
剃
。
『
禅
関
策
進
」
を
関
し
無
字
の
公
案
を
参
究
し
た
。
語
聖
和
尚
よ
り
得
法
後
、
貴
州
の
玉
竜
に
弘
法
寺
を

開
い
た
。
大
慈
悟
度

破
山
海
明
の
調
法
者
の
一
人
で
貴
州
で
活
躍
し
た
の
が
安
頗
静
楽
霊
穏
印
文
で
あ
る
。
印
文
は
貴
州
の
安
煩
婿
静
楽
羅
に
住
し
た
。

こ
の
印
文
の
法
系
に
は
貴
陽
で
活
躍
し
た
入
が
多
い
。

大
慈
信
度
の
伝
法
『
会
澄
録
」
巻
三
の
霊
穏
文
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
記
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
ち
、
上

堂
の
法
語
の
み
が
攻
載
さ
れ
て
い
る
。

貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)
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梅
渓
福
度

霊
語
文
禅
師
法
舗
の
下
に
貴
揚
東
山
梅
渓
度
禅
師
が
あ
る
。
「
会
燈
録
』
巻
三
に
よ
る
と
、
梅
渓
福
度
(
一
六
三
七

i
?
)
は
茜

萄
氷
川
、
張
氏
の
子
、
母
は
呉
氏
。
父
と
と
も
に
斡
地
に
入
っ
て
東
山
の
知
如
和
尚
を
札
し
て
薙
髪
、
潤
浪
和
尚
の
下
で
受
戒
し
、

そ
の
後
、
礼
隠
和
尚
の
下
で
具
定
戒
を
、
つ
け
て
印
証
を
受
け
た
。
漠
・
緊
で
開
法
行
化
し
た
。
嗣
法
者
に
貴
陽
東
山
紹
南
真
解
と
習

安
南
山
法
甫
照
潤
ら
が
あ
る
。
語
録
と
し
て
「
東
山
梅
渓
禅
師
語
録
」
一

O
巻
が
あ
り
、
「
語
録
前
」
の
中
に
「
行
由
」
が
あ
る
の

で
詳
細
な
伝
記
が
わ
か
る
。
彼
は
二
十
五
歳
、
緊
の
賓
室
観
音
寺
に
到
り
、
霊
隠
文
の
付
嘱
を
受
け
た
。
は
じ
め
蓬
菜
、
水
興
援
に
住

し
、
つ
い
で
康
熊
七
年
(
一
六
六
人
)
忠
義
院
、
同
二
年
二
六
六
三
)
安
竜
華
光
寺
、
雲
高
蒙
化
府
等
覚
寺
、
同
一
五
年
(
一
六

七
六
)
玉
爵
誌
、
同
一
八
年
(
一
六
七
九
)
宗
州
観
音
関
、
同
一
八
年
(
一
六
七
九
)
普
安
沼
市
(
西
川
省
)
円
通
寺
、
同
三
二
年

(
一
六
九
三
)
安
竜
吉
祥
庵
な
ど
に
歴
住
し
た
と
い
う
。

霞
章
海
偉

梅
渓
福
度
の
調
法
者
の
一
入
、
貴
揚
霞
章
海
毒
の
伝
辻
「
会
燈
録
」
巻
六
の
梅
渓
度
禅
師
法
婦
の
下
に
あ
る
。
震
章
海
書
誌
思
南

劉
氏
の
子
。
東
出
梅
渓
和
尚
を
礼
し
て
蓬
染
。
具
足
戒
を
受
け
た
後
、
霊
隠
老
人
に
参
じ
た
が
、
霊
隠
は
梅
渓
和
尚
に
師
事
す
る
よ

う
に
す
す
め
た
。
海
偉
は
梅
渓
の
下
で
修
行
、
そ
の
後
、
漠
・
緊
を
来
往
す
る
こ
と
数
十
余
年
、
監
院
識
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

紹
南
真
解

貴
揚
東
山
紹
南
真
解
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻
六
の
梅
渓
度
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
あ
る
G

真
解
は
滞
南
、
京
都
の
唐
氏
の
子
。
乱
世
の

た
め
緊
に
入
ち
観
音
寺
に
寓
し
、
震
章
を
礼
し
て
剃
髪
、
梅
渓
老
人
の
待
者
と
な
号
、
具
戒
の
後
入
室
し
関
情
し
た
。

指
月
嬢
開
札

し
ゃ
〈
ぐ

安
腰
静
楽
霊
隠
印
文
の
鼠
法
者
の
一
人
に
密
参
山
が
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
に
貴
陽
指
月
燥
既
が
あ
る
。
彼
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻

七
に
密
参
山
禅
師
法
調
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
燥
院
は
漢
の
曲
靖
の
許
氏
の
子
。
本
郡
天
竺
寺
に
お
い
て
覚
清
和
尚
を
札
し
て



剃
髪
、
密
山
和
尚
に
参
じ
て
印
可
を
受
け
た
。

普
済
大
関

遵
義
雷
同
門
丈
雪
遥
酔
の
門
下
に
安
鐘
玉
泉
丹
瞳
徹
了
が
あ
り
、
そ
の
門
下
に
普
安
松
山
帰
善
権
達
位
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
門
下
に

費
揚
観
音
済
大
関
が
あ
る
。

普
済
大
関
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻
入
の
善
権
位
禅
師
法
掘
の
条
下
に
伝
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
関
は
安
南
陳
氏
の
子
。
松
山
帰
善
権
和

尚
よ
号
、
心
印
を
受
け
た
。

語
嵩
伝
喬

破
山
海
明
の
踊
法
者
の
一
入
に
雪
腎
替
が
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
に
貴
陽
西
山
語
嵩
伝
喬
が
あ
る
。

語
嵩
伝
喬
の
伝
は
『
会
燈
録
』
巻
二
の
雪
管
欝
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
政
録
さ
れ
て
い
る
。
伝
喬
は
茜
萄
宋
氏
の
子
。
幼
に
し
て
父

母
を
喪
い
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。
二
十
三
歳
の
時
、
祖
母
が
没
し
た
の
で
、
本
境
の
白
鶴
庵
に
お
い
て
性
空
老
宿
に
札
し
て
出
家
し

た
。
破
雪
和
尚
よ
り
具
戒
し
て
騒
動
す
る
こ
と
六
年
、
後
に
重
慶
の
長
破
呆
和
尚
の
印
可
を
受
け
、
さ
ら
に
緊
に
入
り
雪
膏
替
の
法

を
嗣
い
だ
。
後
、
斡
の
牟
尼
山
報
居
寺
、
関
西
山
伝
法
寺
、
黒
州
(
海
南
省
)
徳
山
の
乾
明
寺
な
ど
に
墜
往
し
た
。
没
す
る
や
西
出

鳳
恩
池
畔
に
塔
が
建
て
ら
れ
た
。

宗
風
仏
定

語
崇
偉
喬
の
法
嗣
の
一
人
に
貴
陽
酉
山
宗
嵐
仏
定
が
あ
る
。

宗
風
仏
定
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻
五
に
あ
る
。
思
南
(
貴
州
省
)
任
氏
の
子
。
二
十
三
歳
、
都
勾
観
音
寺
の
蜂
池
和
尚
よ
り
祝
髪
、

諸
方
に
遍
参
し
、
楚
の
議
出
養
拙
和
尚
を
礼
し
た
が
、
機
縁
契
わ
ず
、
江
瀬
へ
行
き
、
天
童
へ
行
き
密
祖
に
参
じ
た
が
ま
た
契
わ
ず
、

病
に
よ
っ
て
郷
里
に
婦
ち
南
望
山
に
住
し
、
後
、
語
崇
和
尚
よ
り
印
註
を
受
け
た
。
富
山
山
に
お
い
て
円
寂
、
本
山
の
茜
に
塔
が
建
て

ら
れ
た
。

貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)
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実
行
慧
真

貴
揚
西
山
宗
鼠
仏
定
の
織
法
者
に
費
陽
西
山
実
行
慧
真
と
貴
揚
西
山
無
滅
慧
頴
が
あ
る
。

実
行
慧
棄
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻
七
の
宗
風
定
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
伝
せ
ら
れ
て
い
る
。
慧
真
は
西
安
葛
氏
の
子
。
宗
風
和
尚
を

礼
し
濡
髪
し
具
足
戒
を
受
け
、
さ
ら
に
印
証
を
受
け
た
。

無
滅
慧
頴
の
伝
は
不
明
で
あ
り
、
宗
風
和
尚
の
印
可
を
受
け
た
の
み
と
あ
る
。

蒼
竜
道
語

語
嵩
伝
喬
の
棋
に
貴
筑
双
嵩
眉
仏
海
が
あ
り
、
そ
の
属
に
貴
陽
慈
雲
蒼
竜
道
語
が
あ
る
。

蒼
竜
道
語
の
伝
辻
「
会
燈
録
」
巻
七
の
嵩
君
海
持
師
法
嗣
の
条
下
に
伝
せ
ら
れ
て
い
る
。

蒼
竜
道
語
は
江
南
、
謹
安
長
氏
の
子
。
斡
の
西
山
の
語
嵩
老
人
を
札
し
て
薙
髪
、
具
足
戒
を
受
け
嵩
眉
和
尚
に
参
じ
て
印
可
を
受

け
、
慈
雲
寺
に
住
し
た
。
世
寿
七
十
、
信
畿
四
十
で
没
し
た
。

行
之
顕
篤

そ
の
ほ
か
破
山
海
明
の
法
系
に
は
属
さ
ず
、
木
陳
道
惑
の
法
編
、
芥
庵
環
の
弟
子
に
貴
陽
乾
明
行
之
顕
駕
が
あ
る
。

一
行
之
顕
篤
の
伝
は
『
会
燈
録
」
巻
三
の
平
陽
下
芥
庵
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
あ
る
。
顕
篤
は
西
萄
李
氏
の
子
。
乱
世
に
よ
っ
て
斡
に

入
り
余
山
禅
舗
を
札
し
て
祝
髪
、
遍
参
し
江
南
に
遊
び
蒋
山
に
至
り
、
芥
羅
和
尚
に
参
じ
て
印
証
を
受
け
た
。

祖
融
法
印

そ
の
ほ
か
壁
林
門
下
で
貴
楊
で
活
躍
し
た
僧
に
賓
陽
観
吾
党
行
伝
性
、
貴
陽
輿
冨
担
融
法
印
、
貴
陽
白
雲
西
識
清
見
ら
が
あ
る
。

祖
諒
法
印
の
伝
は
「
会
澄
録
」
巻
七
の
曹
洞
三
十
一
世
雲
門
下
第
四
代
、
月
印
慶
禅
舗
法
嗣
の
「
宿
士
類
」
の
条
下
に
あ
る
。
祖

融
法
印
は
易
の
李
氏
の
子
。
披
髪
は
未
詳
で
あ
る
が
、
華
山
三
味
和
尚
よ
り
良
一
ハ
足
戒
を
受
け
た
。
明
の
万
暦
年
間
(
一
五
七
三
i
一

六
一
五
)
紫
衣
を
下
賜
さ
れ
た
。
興
国
寺
に
住
し
て
老
い
を
追
え
、
疾
な
く
し
て
坐
説
し
た
。
世
寿
六
十
三
、
常
議
記
さ
ず
。



党
行
伝
性

交
行
伝
性
の
伝
も
ま
た
『
会
燈
録
』
巻
七
の
曹
混
三
十
一
世
雲
間
下
第
西
代
の
「
宿
士
数
」
の
条
下
に
あ
る
。
発
行
伝
性
は
普
揚

の
入
、
会
域
興
国
寺
に
お
い
て
祖
融
和
詣
を
札
し
て
披
剃
、
具
足
戒
を
受
け
て
衣
鉢
を
伝
え
、
初
め
枇
ロ
出
土
す
に
、
後
、
観
音
寺
に
往

し
て
終
っ
た
G

世
寿
七
十
三
、
僧
脳
撤
回
十
余
と
い
う
。

西
識
清
見

貴
揚
自
雲
酉
識
清
見
の
伝
も
「
会
燈
録
」
巻
七
の
曹
洞
三
十
一
世
雲
門
下
第
四
代
の
条
下
に
あ
る
。

西
識
清
見
は
楚
の
王
氏
の
子
。
法
中
和
尚
に
よ
っ
て
披
剃
、
「
金
関
経
」
を
持
請
し
た
。
霊
薬
和
尚
に
参
じ
て
印
証
を
受
け
た
c

妻
陽
自
雲
寺
に
開
法
し
、
終
老
し
た
。

慧
林
知
英

最
後
に
楚
眼
嚢
に
嗣
法
し
た
貴
陽
法
華
慧
林
知
英
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
G

慧
林
如
芙
の
伝
は
「
会
燈
録
」
巻
七
の
楚
眼
嚢
禅
師
法
嗣
の
条
下
に
あ
る
。
慧
林
如
芙
は
揮
州
(
湖
南
省
長
沙
市
)
梁
氏
の
子
。

漸
江
の
天
童
寺
に
お
い
て
心
志
和
尚
よ
り
剃
髪
。
後
、
行
騨
し
て
楚
に
帰
り
、
潟
山
に
お
い
て
具
足
戒
を
う
け
、
後
、
楚
謀
嚢
よ
り

印
可
を
受
け
た
。
後
、
馬
苗
の
宝
華
寺
に
住
し
、
つ
い
で
法
華
寺
に
遷
り
、
寺
を
再
建
し
た
。
金
城
高
関
の
衆
が
師
の
徳
を
慕
い
大

士
庵
に
迎
え
た
。

六

、

結

言

貴
州
省
の
北
部
に
革
命
の
聖
地
と
い
わ
れ
る
遵
義
市
が
あ
る
。
明
の
万
震
二
十
九
年
三
六
O
二
、
掻
州
宣
慰
司
が
震
か
れ
、

西
別
に
属
し
て
い
た
。
治
所
は
現
在
の
遵
義
市
で
あ
る
遵
義
府
で
、
道
義
府
の
境
域
は
、
遵
義
市
、
栴
梓
・
緩
陽
・
仁
懐
・
正
安
・

赤
水
・
羽
水
な
ど
の
信
用
で
あ
っ
た
。
清
の
嘉
正
七
年
(
一
七
二
九
)
費
問
に
嘉
し
た
(
『
辞
海
」
地
理
分
冊
、
二
九
一
真
。
上
海
辞

貴
州
・
斡
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)



貴
州
・
賠
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)

巨ヨ

書
出
張
社
、
一
九
八
二
年
二
抜
)
。

遵
義
は
西
川
省
と
貴
州
省
を
結
ぶ
交
通
の
要
俸
で
あ
り
、
西
川
省
の
成
都
か
ら
資
陽
、
資
中
、
中
江
、
隆
日
目
、
謹
県
、
続
渓
を
経

て
糞
州
省
に
入
号
、
赤
水
、
羽
水
、
槙
梓
を
経
る
と
遵
義
に
達
す
る
。
ま
た
納
渓
か
ら
叙
永
、
畢
節
、
緊
西
、
溝
鎮
を
経
る
と
貴
陽

に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
に
西
川
省
と
遵
義
、
貴
揚
は
極
め
て
密
接
な
交
通
路
に
よ
っ
て
連
絡
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
道
路

に
は
山
為
り
江
あ
り
で
往
還
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
交
通
路
が
あ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
に
も
西
山
川
省
と
深
い
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ち
、
遵
義
が
西
川
に
婦
罵
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
苦
言
で
き
る
。

こ
の
た
め
貴
州
の
仏
教
は
西
川
の
仏
教
か
ら
の
伝
入
と
、
雲
甫
や
湖
南
か
ら
の
弘
教
の
流
入
の
経
蕗
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「
臥
阿
南
会
燈
録
」
の
僧
人
た
ち
の
十
中
の
八
・
九
が
西
川
出
身
偉
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
臣
民
の
仏
教
が
貴
州
へ
伝
入
し
た

こ
と
辻
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
実
揚
の
繁
霊
山
の
仏
教
を
述
べ
た
の
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
っ

た。
従
来
、
中
国
仏
教
史
の
研
究
と
い
う
と
、
楕
唐
時
代
ま
で
は
主
と
し
て
長
安
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
黄
海
流
域
の
仏
教
の
研
究
に

重
点
が
置
か
れ
た
。
五
代
に
な
る
と
江
蘇
、
新
江
や
福
建
、
広
東
の
仏
教
も
視
野
に
入
り
、
宋
代
以
後
、
禅
宗
の
全
量
期
に
な
る
と
、

江
南
地
方
は
も
ち
ろ
ん
、
江
西
、
湖
南
、
海
北
の
仏
教
が
研
究
対
象
と
し
て
重
複
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
貴
州
と
か
雲
甫
の

(
一
回
)

仏
教
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
研
究
書
と
し
て
は
擦
垣
氏
の
「
明
李
漢
緊
仏
教
考
』
(
中
華
書
局
、

一
九
八
九
年
四
月
)
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
書
誌
抗
日
戦
争
の
持
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
明
末
清
初
の
雲
・
貴
両
省
の
仏
教

の
発
展
情
況
を
述
べ
た
希
有
の
書
で
あ
る
。

(
一
五
)

私
は
中
毘
仏
教
史
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
地
方
の
仏
教
史
や
仏
教
の
文
物
に
深
い
関
係
を
持
つ
こ
と
が
必
要
不
可
訣
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
お
り
、
将
来
は
地
方
の
仏
教
史
や
仏
教
文
物
に
つ
い
て
の
著
述
を
書
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
本
論
文
に
お
い
て
貴
州
の
仏
教
を
取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
c



(
二
抱
一
指
「
雲
南
・
薙
足
山
の
仏
教
」
(
「
国
捺
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要
」
第
一
号
、

一
九
九
八
年
三
丹
)
。

(
二
)
斡
霊
山
及
び
弘
福
寺
の
概
況
に
つ
い
て
は
、
「
中
国
名
勝
辞
典
』
(
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
八
一
年
十
月
)
九
四
五
頁
。
貴
州
旅
詐
文
史

系
列
叢
書
・
貴
揚
巻
『
秀
平
繁
中
』
(
貴
州
人
民
出
版
社
、

一
九
九
七
年
十
二
月
)
に
校
録
さ
れ
た
「
禁
書
第
一
山
i
繁
霊
山
」
及
び

「緊

中
古
利
弘
橿
寺
」
に
よ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
緊
霊
山
に
つ
い
て
は
、
李
宗
晴
撰
の
「
緊
記
」
巻
二
(
『
叢
書
集
成
拐
編
」
中
華
書
局
瓶
)
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

竪
霊
山
、
在
貴
揚
城
西
北
三
里
許
、
有
一
一
峰
、
腕
挺
従
西
北
来
、
震
杖
鉢
峯
、
本
震
譲
緯
山
麓
、
震
檀
山
濡
、
水
中
峯
轟
立
、
郎
斡
霊
正

峯
、
山
口
有
楊
柳
泉
、
甚
清
湖
、
又
進
有
天
生
石
橋
、
翠
竹
掩
映
、
過
此
期
宏
福
寺
也
、
寺
北
一
小
径
、
可
通
樵
牧
、
即
大
羅
木
村
、
村

前
右
漢
、
抱
出
後
、
折
市
東
韓
、
有
嬬
参
天
、
昂
議
題
昔
、
乃
獅
子
巌
也
、
巌
下
有
網
、
調
下
有
漢
、
皆
名
壇
山
、
自
審
員
塔
峯
右
、
特
起

一
山
領
、
自
南
市
東
、
綿
亘
内
向
、
輿
障
子
巌
野
峰
、
如
隻
関
者
、
象
王
嶺
也
、
又
其
外
、
期
師
子
山
、
昂
伏
震
案
、
上
有
雲
蓋
三
塞
、
標

締
天
際
、
登
象
王
嶺
、
望
貴
揚
域
郭
、
歴
歴
如
指
掌
、
山
後
可
競
聖
泉
、

ま
た
貴
州
川
巡
撫
長
白
愛
必
達
撰
の
「
臨
阿
南
識
略
」
巻
一
に
も
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

緊
霊
山
在
域
西
北
三
里
、
衆
山
環
抱
、
一
一
径
斜
穿
、
叢
林
古
剰
、
震
準
寛
之
勝
、
豪
照
時
、
石
好
郡
守
陳
突
語
講
緊
霊
勝
境
於
絶
壁
、

さ
乙
撫
勝
間
愛
者
酉
湾
子
準
壁
定
、
木
郡
程
春
麹
集
出
甫
較
語
、
江
南
布
衣
朱
鈴
参
言
、
浮
林
何
素
需
芝
出
氏
輯
「
繁
霊
出
志
」
巻
之
二
。
『
禁
霊

山
志
』
の
何
素
儒
芝
山
氏
の
叙
文
に
よ
る
と
、
こ
の
叙
文
は
清
の
康
黒
三
十
七
年
(
一
六
九
人
)
正
月
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
「
緊
霊
山

志
」
は
一
七
世
紀
末
の
欝
霊
山
の
状
況
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
本
論
文
で
寵
用
し
た
『
繁
霊
山
志
」
泣
東
洋
文

庫
所
蔵
本
に
よ
っ
た
。
記
し
て
感
誹
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
「
緊
霊
山
志
」
に
関
す
る
情
報
を
鎌
教
示
頂
い
た
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
図
書
室
の
笠
井
伊
里
氏
に
対
し
て
も
梅
札
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
資
料
の
入
手
に
つ
い
て
辻
、
本
学
図
書
室
の
御
高
配
を
受
け
た
。

記
し
て
感
需
の
意
を
表
す
る
。

(
四
)
「
緊
霊
山
志
』
巻
之
二
、
勝
概
、
山
水

貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
毘
)

三E



貴
州
・
勲
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)

霊
山
秀
水
、
実
主
主
区
故
、
甫
海
之
捕
詑
、
山
山
右
之
五
台
、
覇
中
之
表
題
、
青
揚
之
九
蓮
、
皆
為
聖
韻
所
託
、
彼
斡
霊
者
、
呆
然
操
出
、

秀
経
塵
表
、
悉
具
西
来
大
意
、
宣
為
信
儲
供
奉
、
山
水
映
帯
、
足
後
勝
境
、
故
志
之
、

(
五
)
弘
福
寺
の
現
況
に
つ
い
て
辻
、
千
山
「
仏
教
名
山
準
記
』
(
明
星
国
捺
出
版
公
司
、

一
九
九
四
年
二
月
再
販
)
の
「
霊
山
翠
議
宏
福
寺
」
の

条
を
参
認
し
て
記
述
し
た
。
な
お
、
「
緊
記
」
巻
二
は
、
弘
福
寺
に
つ
い
て
「
宏
福
寺
、
震
赤
松
和
尚
建
、
和
品
名
道
領
、
指
江
入
、
後
遷

長
沙
、
又
移
萄
中
、
居
撞
川
、
姓
韓
、
父
中
軒
母
謝
氏
、
和
尚
生
商
好
錦
、
不
茄
量
飲
酒
、
明
末
、
遊
説
至
緊
、
震
杜
氏
、
後
棄
罷
業
、

投
霊
薬
和
尚
、
剃
震
種
、
準
損
碧
鶴
、
遂
簡
略
向
霊
山
、
震
祖
諦
云
、
」
と
述
べ
て
い
る
、

(
六
)
『
郡
阿
南
会
燈
録
」
の
禅
門
の
地
方
志
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
幽
援
『
境
構
仏
教
教
団
史
研
究
』
(
馬
朗
舎
出
版
、
一
九
九
三
年
西

月
)
第
十
二
章
「
禅
問
伝
鐙
の
統
合
と
分
化
」
五
一
七
i
一
一
一
一
異
参
黒
。

(
七
)
『
緊
霊
山
志
』
巻
互
の
「
赤
松
領
禅
師
題
歴
代
老
人
泊
旅
費
」
の
中
に
「
九
峯
山
霊
薬
和
記
録
賛
」
が
あ
る
。

天
童
山
裏
得
心
印
、
戒
律
禅
宗
理
真
実
、
隻
杖
遊
漠
関
九
峯
、
人
天
随
処
展
法
席
、
相
伝
謹
州
出
七
仏
、
吾
師
産
彼
賦
寄
質
、
難
是
不
同

七
弘
口
、
九
峯
拐
担
却
岩
一
、

(
入
)
拙
著
『
中
国
仏
教
史
」
第
六
巻
(
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
十
一
年
)
四
六
人
j

九
真
。

(
九
)
『
緊
霊
出
志
』
巻
五

白
雲
茜
識
業
部
橡
賛

楚
揚
生
長
調
文
鑑
、
解
説
能
為
忍
辱
伯
、
描
尽
家
私
無
控
擬
、
了
明
生
死
不
相
干
、
自
雲
一
場
堪
投
足
、
結
月
千
峯
独
坐
禅
、
動
静
心
堅

郊
鉄
石
、
懸
厳
撒
手
任
名
簿
、

(一

O
)
『
緊
霊
山
志
」
巻
五

慈
雲
本
山
敏
老
和
尚
像
賛

謹
川
貴
族
質
尤
奇
、
遺
跡
山
林
世
竿
知
、
七
坐
道
場
功
業
大
、
謬
蒙
付
託
強
捧
持
、

(
一
二
拙
稿
「
雲
門
文
彊
と
大
澄
国
諦
ー
そ
の
遺
誠
を
中
心
と
し
て
l
」
(
正
誤
一
短
期
大
学
創
立
国
十
周
年
記
念
論
集
『
禅
と
人
間
』
大
東
出
版



社
、
平
成
六
年
十
丹
)
。

(
二
一
)
『
善
一
知
純
語
録
」
禾
州
普
明
逸
樵
超
慎
撰
の
序
(
『
中
華
大
蔵
経
」
第
二
輯
第
七
人
母
、
修
訂
中
華
大
蔵
経
会
印
行
、
中
華
民
国
五
十

七
年
春
)
。

臨
同
地
南
関
無
仏
法
也
、
今
若
是
惇
藷
驚
無
仏
法
乎
、
純
公
繁
人
也
、
自
居
学
地
、
便
負
逸
群
士
山
、
矢
兼
済
願
、
己
高
偏
参
呉
越
楚
費
、
凡

諸
名
望
宗
匠
、
莫
不
親
披
運
斤
之
風
、
の
反
禁
中
、
習
安
道
裕
、
遂
翁
熱
相
推
戴
、
不
滅
菌
河
之
於
昭
曳
也
、
初
出
世
住
普
揚
之
天
龍
、

次
遷
松
山
婦
、
程
務
以
本
分
錯
錘
設
励
来
学
、
其
接
人
也
、
機
径
裁
部
不
渉
廉
繊
、
其
説
法
進
、
語
葎
嘆
高
不
事
離
琢
、
故
能
感
貴
筑
三
十

余
域
、
廃
不
響
道
坂
信
、
所
謂
居
入
所
不
居
之
邦
、
弘
入
所
難
弘
之
法
、
今
於
純
公
見
之
実
、
純
得
法
於
善
権
位
、
位
嗣
月
瞳

7
、
了
踊

丈
雪
幹
、
酔
出
剛
被
山
明
、
間
約
調
天
童
倍
、
其
源
清
流
謀
、
根
大
叢
繁
、
夫
復
侍
言
、

(
二
ニ
)
陳
垣
『
明
李
漢
斡
仏
教
考
」
(
中
華
書
尾
、

一
九
六
二
年
七
月
第
一
版
)
「
明
季
緊
南
燈
系
表
」
一
二
O
i
三
五
頁
。

(
一
酉
)
雲
甫
の
南
詔
国
の
仏
教
に
つ
い
て
辻
、
拙
著
「
中
国
仏
教
史
」
第
五
巻
(
東
京
大
学
出
販
会
、
一
九
九
酉
年
六
月
)
第
四
章
「
靖
唐
仏

教
の
外
縁
」
第
二
節
「
南
語
匿
の
仏
教
」
参
照
。

(
一
五
)
た
と
え
ば
北
斉
時
代
で
も
襲
都
の
仏
教
の
み
で
な
く
青
州
の
仏
教
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
宿
自
「
青
州
竜
輿
寺
害
蔵
所
出
仏
像
的
九

ホ
l

問
題
!
青
州
域
与
竜
輿
寺
之
三
」
(
『
文
物
」
一
九
九
九
年
第
一
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Summary 

Gui-zhou 
Shigeo Kamata 

ln Qian -ling-shan of Buddhism 

of Buddhism， 

Jin-ding-shan， and Qian-ling-shan， in Gui-zhou， China. In these sacred 

of Buddhism， which were established in Ming/Qing era， 

F an -j ing -shan， like sacred places There are several 

are many temples， to which many Buddhist believers came to worhip 

such surrounding regions Si-chuan 

paper， taking the 

sacred places of Buddhism as my subject， 

present status， the life and thought of the priest Chi-song-he-shang， 

who was the founder of the Hong-fu-si temple of Qian-ling-shan， and 

the Zen priests of Gui-yang recorded in Qiαn-nan-hui ding-lu. 

In my second section “Qian-ling-shan， the sacred place of Buddhism 

Gui-zhou" . 

there places 

貴
州
・
緊
霊
山
の
仏
教
(
鎌
田
)

and Yun-nan. from 

these 

and history 

of Qian-ling -shan 

the 1 describe 

of Buddhism this In 

1n 

1 describe the nature， scenery， ruins， 

the use of copy of Qiαn-ling-shαn-zhi owned by Toyobunko， Tokyo. 

In Qian-ling-shan， there is Hong-fu-si， the largest temple in Gui-

zhou. In my third section 1 delineate the history 

by 

status 

mainly 

and present 

etc. beautiful places 

of this temple. 

have Chi -song -he-shang. 

him， 1 describe his life and thougt in my 

“The life and Thought of Chi-song-he-shang" . Iestablish 

we Since was The founder of Hong-fu-si 

on material biographical 

fourth section， 

that he was an excellent Zen priest; not only was his thoughtprofound， 

but also his life itself was brillant. 

Since the lineage of the successive chief priests of Hong-fu-shan 

clear， 1 describe the lives of the Zen priests of Gui-yang 

my fifth section， The Zen of Priests of Gui-yang， recorded in Qiαn-

nαn-hui-ding-lu.“Almost all the life records of Chinese Zen Buddhists 

プL

1n not lS 

not Hu-nan， and Zhe-jiang， Jiang-su， 
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those who stayed in Qian/ Gui-zhou. On1y Qiαn子wn-hui-ding-lu，by 

Shan-yi-ru-chun， contains the 1ives of the Zen priests of Gui-zhou. 

This is the reason why 1 searched for the lives and activities of the 

Zen priests who were active in Gui-yang， where Qian-1ing-shan is 

located， by mens of this volume. 

Even thougt it is certain that Gui-zhou and Si-chuan are close1y 

re1ated politically and economically， and that they had deve10ped 

transpontatim systems between t1em， how about the history of Budd 

ism? This paper makes it cleen that the Buddhist priests in Si-chuan 

and Yun-nan p1ayed a great to1e in the organization of Buddhism in 

Gui-zhou. 

Now that 1 have finished writing the sixth volume of The History 

01 Chinese Buddhism， on1y the seventh and the eighth volumes remain 

unfinished. It seems to me that the historica1 current of Chinese 

Buddhism will be clarified to a certain degree by the comp1etion of 

these eight volumes. However， it is a history of Buddhism focused 

on the centra1 district， the center of political authority， the history 

of Buddhism in the 10ca1 regions has not yet become evident. 

The only Chinese scholar who has delineated the history of 

Buddhism in the Dian-Qian region is Chen-yuan， whose work， Ming-

ji-Diαn-QiaルFoゴiαo-IGαo(A researh onto Buddhism in Dian-Qian in 
the late五t1ingEra) was published by Zhong-hua Book Store in Apri1， 

1989. 

1 have continually been paying attention to the history of region 

a1 Buddhism and Buddist writings in orderon to acguiren the whole 

iguit of the history of Chinese Buddhism. After the conpletion of all 

eight volumes of The History 01 Chinese Buddhism， 1 wou1d like to 

write a technica1 book on the history of regiona1 Buddhism， Buddhist 

writings， Buddhist ruins， and so forth. This is the reason why 1 have 

considered Buddhism in Gui-zhou considered. 
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